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　今、草加市内のあちこちで、支え合いの仕組みづくりを進める活動が始まっています。自分たちが住

む地域のことを、地域の皆さんで、「あったらいい支え合いの仕組みは何か」や「どうしたら、もっと

良くなるか」、「こんな地域だったら、いいね」、「どうやって、実現していこうか」といったことを話し

合います。（協議体）

　話し合いの場には、生活支援コーディネーターが配置され、地域の方と一緒に、支え合いの仕組みづ

くりについて取り組んでいきます。

協議体 って、どういう意味？
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